提出資料（課題4.2a）：

１．氏名・所属（本人）：
荒井純一，小林幹，市川紀充（電気システム工学科）
２．研究課題：
4.2) 自然エネルギー利用による効率的な非常電源の開発　
　　　災害時に運用できる独立型太陽光発電システムの構築

３．研究内容（1000字程度、専門外にも分かりやすい図表・写真などを含める）：

本学の様に都市中央部と都市周辺部とに機能分散した機関では，都市中央部の災害発生時に都市周辺部の被災が軽微であれば，相互に連携を密にすることで全体の復旧を早期に完成できる期待が持てる。その際電力供給の途絶があるとこの構想を実行する際の大きな障害となる。そこで太陽光発電を平時に準備しておき，災害時には情報通信用の電源として利用可能であることを実装置を用いて実証する。
太陽光発電は前のＥＥＣ研究実績からも明らかになったように平時の保守が極めて軽微であり，かつ長期にわたり運転できる。したがって今回検討しているような被災時においても有効に利用できることが考えられるので選択した。ただし，情報通信するにあたり，太陽光発電システムは単独で通信機およびパソコンへ電力供給する必要がある。そこでこれらの負荷電力がどのような容量であるか，さらにはどのような負荷電流波形であるかなどを把握する必要がある。なぜならば太陽光発電システムは直流で発電し，インバータで交流に変換して電力供給を行う。そのインバータでは流れる電流ピークが許容値を超えると停止する。そこでこれら負荷の電力消費の様相を測定して発電システムの仕様を決める必要があり，これらのステップを踏んで，最後には実際に通信を行って動作確認をする。
４．当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割：

　本研究は独立型電源の開発であり，その成果は商用電力電源が停電している状態での八王子と都心間での無線通信を可能ならしめることである。
５．本年度に得られた成果：

太陽電池本体に関して，太陽光発電の経年劣化とその対策，電池モジュール表面の汚損とその対策を検討し実験した。またへき地にて実験した結果をも報告した。太陽光発電の容量に関しては，電源に接続するパソコンおよび通信機の電流測定を行った。今後，測定結果より必要な電源容量を決定する。また太陽光電源はインバータで交流に電力変換するので，そのインバータの動作をシミュレーションするソフトを開発した。
６．成果の公表実績（本年度の大会発表、査読付き論文等への投稿など）：

小林　幹、荒井　純一、市川　紀充；“地震被災地の安全確保に有効な太陽光発電”、安全工学シンポジウム2009、pp.76-77、2009年7月9日

小林　幹、米盛弘信；“安全・安心に有効である独立型PVの提案”、平成21年電気学会産業応用部門大会、pp.Ⅱ-119~Ⅱ-120、2009年9月１日

中村　聡、五十嵐和夫、小林　幹；“積雪地域で有効な融雪装置付PVシステムの検証”、2009年電気設備学会全国大会、pp.249-250、2009年8月27日

堀川敦史、小林　幹、高木　亮；“PVモジュール表面の汚染と光触媒による防汚効果”、2009年電気設備学会全国大会、pp.251-252、2009年8月27日

Atsushi HORIKAWA , Ryo TAKAGI, and Miki KOBAYASHI；“On the Verification of Photocatalyst Applied to the PV Module Located at the Suburb of Tokyo”, IEEE TENCON 2009, ID-P0611、2009年11月、Singapore, 査読付き

小林　幹；“太陽光発電の普及に関して”、西京信用金庫第10回産学交流セミナー、2009年6月12日、10ページ資料
Junichi Arai, Shuichiro Yamazaki, Motohisa Ishikawa; “Study on a new power control of distributed generation in an isolated microgrid”，IEEE PES GM, Panel session, 09GM0560, July 27, 2009  査読付き
Ryo Tanaka, Junichi Arai; “Simulation of an Inverter on ATPdraw”, IEEJ-EIT Joint Symposium on Advanced Technology in Power Systems, Bangkok, Thailand, PSE-09-198, Nov. 26th and 27th, 2009
７．２００９年度に使用・使用予定の研究費と内容：

　小林　18万円；　消耗図書，ソフト，トナー，他
　荒井　18万円；　消耗図書，ソフト，トナー，他

市川　18万円；　消耗図書，ソフト，トナー，他

８．次年度以降の年次計画：

　２０１０年度：電源容量の確定，監視機能の検討
　２０１１年度：装置の購入・設置
　２０１２年度：装置単独運転試験
　２０１３年度：組み合わせ試験
　２０１４年度：改良検討
９．主な業績（最近５ヶ年において発表した主な学術論文（掲載された雑誌名を必ず記載してください。ただし、口頭発表は含みません。）、学術研究著書を研究者ごとに発表年次順に記入してください。構想調書作成上の留意事項を参照し、研究プロジェクトに関連する業績を記入してください。）：発表論文名・著書名、発表年月日、レフェリー（査読）付き論文の有無




(1) Norimitsu Ichikawa, “Study on detection of negative corona discharge generated in rod-plane air gap by using external electrode method”, Plasma Science and Technology, Vol. 9, No. 6 (2007), pp. 686-689.（査読あり）
(2) Norimitsu Ichikawa, “Electrostatically induced potential difference between conductive objects contained in a partially opened metal box”, Journal of Electrostatics, Vol. 65, No. 7 (2007), pp. 414-422.（査読あり）

(3) 市川紀充：「帯電物体の移動により金属筺体内部に生じる静電誘導電圧－金属筐体内の導体部分の面積比と誘導電圧の関係－」，電気学会論文誌C，Vol. 125，No. 7（2005），pp. 1030-1036．（推薦による英訳論文：Norimitsu Ichikawa, “Electrostatically induced voltage generated in a metal box when a charged body moves –relation between the ratio of conducting parts in the box and the induced voltage-”, Electrical Engineering in Japan, Vol. 156, No. 2 (2006), pp. 52-60.）（査読あり）

(4) 市川 紀充，阿部 裕輔，小林 幹：「電磁調理器近傍の磁界解析」，電気設備学会誌．Vol. 25，No. 2（2005），pp. 136-137．（査読あり）

(5) Norimitsu Ichikawa, Katsuo Okumura, and Yuzo Takahashi, “Characteristics of Negative Corona Discharge using CWT with and without Airflow”, IEEE Transactions on Dielectrics and Electrical Insulation, Vol. 12, No. 1 (2005), pp. 34-40.（査読あり）

(6) J. Arai, R. Yokoyama, K. Iba, Y. Zhou, Y. Nakanishi, “Voltage Deviation of Wind Power Generation due to Wind Velocity Change”, NAUN International Journal of Energy, Issue 2, Vol. 1, 2007, p51-54 （査読付き）

１０．期待される成果と公表計画（次年度以降の、の査読付き論文等への投稿計画など）

　電気学会へ各自１編を予定。
１１．学外研究者：所属・職、研究者名、研究プロジェクトにおける研究課題、当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割、を記入

　学外研究者（澤田芳夫元教員）：太陽光発電システムの特性を評価して，独立電源として運用した場合の過渡特性について助言，電源容量の考え方の助言。
１２．　協力機関：機関名、期間、担当者（氏名・所属・連絡先）


　なし

１３．科学研究費補助金の申請・採択状況：平成19年度及び平成20年度に採択されたものについて、年度、研究種目、研究課題名、研究者名（代表・分担の別）、採択金額（千円）（採択された課題のみ）を記載
　なし

１４．科学研究費補助金以外の研究費補助金等（文部科学省以外の官庁等、特殊法人、地方公共団体からの補助金及び委託費を含む）の受け入れ状況（平成19年度及び20年度に100万円以上受け入れたものについて、年度、研究費配分機関名、補助金等の名称、研究課題名、研究者名、補助金等額（百万円）を記載
【平成19年度】

(1) 文部科学省、科学研究費補助金（若手研究（B））、「人体の移動により金属筐体内に生じる誘導電圧」、市川紀充、150万円．
【平成20年度】

(1) 株式会社きんでん（京都研究所）、受託研究費、「折畳み構造を有する絶縁用防具の設計に関する研究」、市川紀充、300万円．

１５．研究設備（１個又は１組の価格が５００万円以上、本事業費で申請予定のもの）：整備年度、研究設備名、主な使用目的、事業計画額（千円）、見積もり・システム図など補足資料をつける

　２０１１年度に独立型太陽光発電装置の購入・設置を計画している。見積もり全体を以下に示す。その接続構成，見積もりを別資料に添付する。
　　　独立型太陽光発電装置　1880万円（ややオーバしているが執行時までに調整する）
１６．その他の研究装置・設備の概要（EEC/Post EECや私学研究助成などで既に整備されており、本プロジェクトで使用予定なもの）： 整備年度、研究装置・設備名、主な使用目的

　なし
添付資料
独立型太陽光発電装置構成（１台分）


[image: image1]
（破線部が対象の装置。全体で３セットを計画）

見積書
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UPS





他端末側で


PV出力，日射強度，他


インバータ運転状態（P,Q,V,I,ｆ）


電池SOC


等を監視できること。





常時使用





被災時接続構成
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充電制御装置





遠方監視装置








